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現代宗教研究　第56号（2022.3）

現代宗教研究
第56号 初　校 　　月　　日

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
日
蓮
宗
の
宗
学
論
の
一
考
察
と
し
て
、
特
に
昭
和
二
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に
着
目
し
、

大
会
で
発
表
さ
れ
た
宗
学
論
と
周
辺
の
関
連
資
料
を
参
照
し
、
当
時
の
宗
学
論
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
日
「
宗
学
」
の
語
は
「
各
宗
門
の
教
義
を
き
わ
め
る
学
問１
」、「
自
己
の
属
す
る
宗
派
の
教
義
の
学
問２
」
と
解
説
さ
れ
る
が
、
実
は
そ

の
意
味
は
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
以
上
に
多
岐
に
亘
る
。
例
え
ば
日
本
仏
教
各
宗
派
の
宗
学
に
横
断
的
に
触
れ
た
『
現
代
仏
教
を
知

る
大
事
典３
』
や
『
日
本
仏
教
を
問
う４
』
で
は
、
概
し
て
宗
学
の
定
義
や
方
法
論
の
異
同
が
示
さ
れ
て
お
り５
、
そ
こ
に
は
各
宗
派
の
特
質
と

歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
宗
派
独
自
の
宗
学
が
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

主
題
で
あ
る
日
蓮
宗
の
「
宗
学
」
に
つ
い
て
は
、『
日
蓮
宗
事
典
』
で
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。

　
　

�

日
蓮
聖
人
の
教
え
を
信
奉
す
る
日
蓮
宗
で
は
、
聖
人
の
教
え
を
宗
義
と
し
て
尊
重
し
、
宗
義
の
研
究
を
日
蓮
宗
学
、
日
蓮
教
学
と
称

し
て
い
る
。（
一
）
宗
学
と
い
う
用
語
は
お
そ
ら
く
近
代
に
入
っ
て
仏
教
学
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
対
応
す
る
か
た

研
究
論
文

宗
学
論
の
一
考
察

　
　
　─
第
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
を
中
心
に
─
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ち
で
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
末
期
な
い
し
昭
和
初
期
に
宗
学
と
い
う
用
語
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
以
前
は
「
余
乗
」
に

対
し
て
「
宗
乗
」
と
称
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る６
。

　

右
の
解
説
に
続
い
て
『
事
典
』
で
は
、
複
数
の
諸
先
師
に
よ
る
宗
学
の
見
解
が
列
記
さ
れ７
、
宗
学
の
本
質
や
意
義
、
対
象
や
目
的
、
研

究
方
法
等
に
つ
い
て
多
様
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
、「
日
蓮
宗
の
宗
学
論
」
と
い
う
視
点
か
ら
先
行
研
究８
を
頼
り
に
少
し
く
見
て
き
た
よ
う
に９
、
先
師
は
自
己
の
主
体
的
な
信
仰

を
時
代
の
中
で
論
理
化
し
、
学
的
に
位
置
付
け
、
主
体
性
を
保
ち
な
が
ら
客
観
的
に
表
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
先
師
の
宗
学
追
求
の
姿
勢
を
考
察
し
、
時
代
の
問
題
意
識
や
論
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
、
現
代

に
仏
祖
と
宗
祖
の
教
え
を
い
か
に
領
受
し
、
時
代
の
進
展
に
応
じ
て
社
会
と
人
々
に
い
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
上
で

の
指
針
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
本
稿
で
は
、
特
に
昭
和
二
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に
お
け
る
宗
学
論
に

視
点
を
定
め
た
い
。
第
一
回
教
学
大
会
で
は
八
名
も
の
諸
氏
に
よ
り
宗
学
論
の
発
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
会
の
中
で
は
宗
学
を
テ
ー
マ

と
し
た
討
論
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
宗
学
が
注
目
さ
れ
た
大
会
で
あ
り
、
周
辺
の
関
連
資
料
も
参
照
し
な
が
ら
、
終
戦
間
も
な
い

当
時
の
宗
学
論
の
視
座
や
論
点
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

　

１　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
以
下
、
教
学
大
会
）
は
、
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
日
蓮
宗
の
学
術
研
究
発
表
の
場
で
あ
る
。
日
蓮
宗
宗

務
院
・
身
延
山
大
学
・
立
正
大
学
の
三
者
が
輪
番
で
会
場
と
運
営
を
持
ち
回
り
、
昭
和
二
十
三
年
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
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令
和
三
年
で
七
十
三
回
を
数
え
る10
。
大
会
は
例
年
二
日
間
か
け
て
行
わ
れ
、
大
学
教
員
や
大
学
院
生
を
は
じ
め
、
関
係
研
究
所
の
研
究
員
、

僧
侶
、
有
志
に
よ
り
、
日
蓮
教
学
・
教
学
史
・
教
団
史
、
仏
教
学
・
仏
教
文
化
を
中
心
と
し
て
多
岐
に
亘
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
。

　

２　

昭
和
二
十
三
年
「
第
一
回
教
学
大
会
」

　

本
稿
で
着
目
す
る
第
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
宗
務
当
局
と
祖
山
学
院
（
現
・
身
延
山
大
学
）、
立
正
大
学
の
三
者
合
同

主
唱
の
下
、
左
記
の
大
会
要
項
の
通
り
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
五
日
・
六
日
に
立
正
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
立
正
大
学

は
、
昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
で
大
学
本
館
・
図
書
館
・
中
学
本
館
の
三
棟
を
除
い
て
総
て
を
焼
失
し
て
お
り
、
教
学
大
会
の
開
催
さ
れ

た
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
よ
う
や
く
木
造
第
一
別
館
が
竣
工
し
、
ま
さ
に
戦
後
復
旧
の
さ
中
で
あ
っ
た11
。

　日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
項

一
、
日　
　

時　

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
五
、
六
両
日

一
、
会　
　

場　

立
正
大
学
（
十
一
番
教
室
）

一
、
研
究
題
目　

日
蓮
宗
の
教
学
布
教
に
資
す
べ
き
学
術
研
究
で
あ
れ
ば
範
囲
を
限
定
し
な
い

一
、
発 

表 

者　

全
国
宗
内
の
学
者
及
有
志
諸
師
（
約
二
十
名
）

一
、
発
表
要
綱　

一
人
二
十
分
（
時
間
厳
守
）

　
　
　
　
　
　
　

五
日
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

六
日
、
午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で
、
尚
午
後
一
時
─
三
時
討
論
会

一
、
討
論
題
目　
「
宗
学
の
将
来
に
つ
い
て
」
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こ
の
第
一
回
大
会
は
、
大
会
の
翌
年
に
発
行
さ
れ
た
『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要　

第
一
集12
』（
以
下
、『
紀
要
』）
に
大
会
要
項
や

発
表
要
旨
、
大
会
協
議
事
項
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る13
。
本
節
で
は
『
紀
要
』
を
頼
り
に
、
開
催
の
経
緯
と
研
究
大
会
の
発
表
者
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。

　①

　開
催
の
経
緯

　
『
紀
要
』
の
冒
頭
に
は
、
大
会
の
会
長
を
務
め
た
立
正
大
学
第
十
四
代
学
長
の
望
月
歓
厚
氏
に
よ
る
「
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に

際
し
て
」
と
題
し
た
挨
拶
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
開
催
に
至
る
経
緯
と
大
会
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

本
年
三
月
の
身
延
山
に
於
け
る
日
蓮
宗
宗
会
の
折
教
学
部
長
の
稲
葉
君
と
立
正
大
学
の
宗
学
研
究
所
の
本
年
度
の
仕
事
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
た
時
が
事
の
発
端
で
あ
る
と
記
憶
す
る
。（
中
略
）
時
代
的
欲
求
等
か
ら
全
宗
門
同
好
の
士
に
呼
び
か
け
大
に
学
的
雰

囲
気
を
作
り
上
げ
宗
門
の
時
代
化
と
我
々
の
品
性
高
上
に
資
そ
う
等
の
話
合
を
し
宗
務
当
局
と
祖
山
学
院
、
立
正
大
学
の
三
者
の
合

同
主
唱
の
下
に
教
学
研
究
大
会
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
（
後
略14
）

　

右
に
よ
れ
ば
、
教
学
大
会
は
昭
和
二
十
三
年
三
月
の
日
蓮
宗
宗
会
に
お
け
る
教
学
部
長
と
の
意
見
交
換
を
発
端
と
し
て
わ
ず
か
八
ヶ
月

後
に
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
短
期
間
で
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

続
い
て
望
月
氏
は
挨
拶
の
中
で
、
教
学
大
会
が
要
請
さ
れ
た
理
由
と
し
て
「
外
的
刺
激
」
と
「
内
面
的
事
情
」
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

外
的
刺
激
は
「
昨
年
来
浄
土
宗
が
東
西
両
京
に
於
て
教
学
研
究
会
を
開
催
し
た
と
か
其
他
の
宗
門
及
大
学
の
此
等
の
事
業
に
刺
激
さ
れ

た
」
こ
と
、
し
か
し
そ
の
根
本
に
は
「
日
本
国
の
国
家
状
勢
及
び
安
易
的
な
客
観
諸
条
件
が
宗
門
の
信
仰
並
に
教
学
の
面
に
幾
多
の
衝
撃

を
与
え
た
こ
と
は
い
な
み
得
な
い
事
実
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
、「
併
し
私
が
茲
に
高
調
し
た
い
点
は
、
本
宗
信
仰
と
教
学
の
内
面
的
事
情
に
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
う
し
た
外
部
か
ら
の
諸

要
因
に
比
し
て
な
お
根
元
的
な
問
題
が
宗
門
内
に
内
在
す
る
と
し
て
、
具
体
的
に
は
「
知
性
の
貧
困
か
ら
来
る
批
判
の
欠
乏15
」
と
「
信
仰

上
に
反
省
の
謙
虚
さ
を
失
っ
た16
」
こ
と
を
挙
げ
、「
現
今
の
我
宗
教
界
の
現
状
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
我
等
は
理

性
に
訴
え
、
信
仰
の
本
質
で
あ
る
謙
虚
な
反
省
を
加
え
て
新
時
代
に
対
蹠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
し
て
大
会
開
催

の
一
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　②

　第
一
回
教
学
大
会
の
発
表
者

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
開
催
さ
れ
た
教
学
大
会
は
、
両
日
と
も
に
多
く
の
聴
講
来
会
者
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
研
究
発
表
に
つ
い

て
も
予
想
以
上
の
参
加
希
望
者
が
あ
っ
た
た
め
、『
紀
要
』
の
後
書
き
に
よ
れ
ば
立
正
大
学
の
関
係
者
は
当
日
の
発
表
を
遠
慮
す
る
こ
と

と
な
り
、『
紀
要
』
に
お
け
る
誌
上
参
加
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
回
教
学
大
会
の
発
表
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
※
は
誌
上
参
加
）。

　

発
表
者
氏
名
及
論
題17

日
蓮
聖
人
註
法
華
経
本
文
攷�
　

兜
木
正
亨
（
※
）

唱
題
即
成
と
唱
題
往
生
の
二
大
思
潮
の
研
究�
　

鴨
宮
英
迅

五
綱
に
就
て
の
一
考
察�

　

小
林
是
恭

ル
ー
テ
ル
に
お
け
る
信
仰
と
自
由�

　

佐
藤
智
雄
（
※
）

法
華
経
行
法
史
上
よ
り
観
た
る
観
心
本
尊
抄�

　

塩
田
義
遜

戦
後
に
於
け
る
宗
教
政
策
の
転
回�

　

鹿
内
芳
衛
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宗
教
の
領
域
と
宗
学
の
課
題�

①
執
行
海
秀
（
※
）

フ
イ
ヒ
テ
の
宗
教
論�

　

菅
谷
正
貫

本
尊
戒
壇
相
関
造
営
私
案�

　

鈴
木
一
成

根
本
仏
教
と
法
華
経�

　

高
木
國
男

日
蓮
大
聖
人
御
花
押
研
究�

　

竹
田
日
濶

日
蓮
宗
学
の
現
代
的
徹
底
単
純
化
と
人
間
礼
拝�

②
綱
脇
龍
妙

儒
家
の
非
仏
教
論�

③
戸
田
浩
曉
（
※
）

霊
山
往
詣
の
信
仰
に
就
て�

　

都
守
泰
一

霊
山
浄
土
に
就
て�

　

長
井
辨
順

新
時
代
の
法
門
綱
格�

④
中
野
文
隆

周
武
廃
佛
原
因
小
考�

　

野
村
耀
昌
（
※
）

現
代
宗
学
の
課
題�

⑤
長
谷
川
正
徳

法
華
経
に
於
け
る
総
合
統
一
思
想
の
開
顕�

　

細
井
友
晋

天
台
四
門
観
の
研
究�
　

松
平
任
弘

本
宗
教
学
の
基
本
た
る
四
句
四
門
と
弁
証
法�
　

松
野
顕
佑

南
部
実
長
の
甲
州
に
お
け
る
所
領
に
就
い
て�

　

宮
崎
英
修
（
※
）

宗
学
私
見�

⑥
茂
田
井
教
亨

流
通
門
よ
り
観
た
る
日
蓮
教
学�

　

森
川
博
祐

日
蓮
宗
学
の
主
体
性�

⑦
安
永
辨
哲
（
※
）
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江
戸
末
期
に
於
け
る
日
蓮
宗
特
有
の
五
成
語
に
就
い
て�

　

山
上
ゝ
泉
（
※
）

唱
題
三
昧
の
自
受
法
楽
と
行
学
二
道
の
振
興�

　

湯
川
日
淳

宗
学
の
組
織
に
つ
い
て�

⑧
渡
邊
日
宣

　

第
一
回
大
会
の
発
表
を
概
観
す
る
と
、
大
学
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
救
癩
活
動
に
尽
力
し
た
綱
脇
龍
妙
氏
や
唱
題
行
を
組
織
体
系

化
し
た
湯
川
日
淳
氏
な
ど
広
く
宗
門
の
有
識
者
が
参
加
し
、
日
蓮
教
学
や
仏
教
学
を
中
心
に
、
宗
教
学
、
哲
学
、
社
会
学
な
ど
多
方
面
に

亘
る
発
表
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
宗
学
に
つ
い
て
は
右
記
一
覧
の
①
か
ら
⑧
の
八
名
の
諸
師
に
よ
り
発
表
が
行
わ
れ
て
い
る
。
誌
上
参
加
を
含
む
と
は

い
え
、
全
二
十
八
名
の
発
表
中
八
名
も
の
諸
氏
が
宗
学
に
関
し
て
の
発
表
で
あ
る
こ
と
は
第
一
回
大
会
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
よ
う
。
さ

ら
に
先
の
大
会
要
項
に
あ
る
通
り
、
大
会
の
二
日
目
に
は
「
宗
学
の
将
来
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
討
論
会18
が
行
わ
れ
て
お
り
、
渡
辺
宝
陽

氏
が
「
こ
の
大
会
全
体
に
宗
学
論
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
気
運
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か19
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
学
に
か
け

る
期
待
や
関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る20
。

三
、
宗
学
論
の
発
表

　

本
節
で
は
、
第
一
回
教
学
大
会
に
お
け
る
八
名
の
諸
氏
に
よ
る
宗
学
論
の
発
表
を
概
観
し
、
い
か
な
る
視
点
か
ら
宗
学
が
論
じ
ら
れ
た

の
か
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　

①　

執
行
海
秀
「
宗
教
の
領
域
と
宗
学
の
課
題
」

　

執
行
海
秀
氏
は
、
仏
教
に
お
け
る
「
知
と
信
」「
理
佛
と
事
佛
」「
内
在
と
超
越
」
の
問
題
を
宗
祖
は
い
か
に
解
決
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ

03-02　古河.indd   140 2022/03/18   9:15



141

宗学論の一考察（古河）

を
宗
教
の
領
域
に
お
い
て
確
立
す
る
の
が
宗
学
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

執
行
氏
は
、
人
間
思
想
の
発
達
は
、
外
面
的
に
は
宗
教
的
信
よ
り
哲
学
的
思
索
へ
、
哲
学
的
思
索
よ
り
科
学
的
知
性
へ
と
展
開
し
、
内

面
的
に
は
そ
の
逆
に
、「
科
学
的
知
性
の
極
ま
る
と
こ
ろ
哲
学
的
思
索
へ
進
み
、
哲
学
的
思
索
の
極
ま
る
と
こ
ろ
更
に
宗
教
的
信
へ
と
展

開
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
、「
知
性
に
依
っ
て
解
明
す
る
科
学
の
領
域
」「
思
索
に
依
っ
て
合
理
化
さ
れ
る
哲
学
の
領

域
」「
信
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
宗
教
の
領
域
」
と
し
て
、
各
々
は
領
域
を
異
に
す
る
も
の
と
見
る
。

　
「
人
間
生
活
の
凡
て
が
、
科
学
的
知
性
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
」
と
見
る
執
行
氏
は
、
仏
教
は
知
性
的
な
立
場

か
ら
無
神
論
を
標
榜
し
、
科
学
的
哲
学
的
宗
教
で
あ
る
と
自
認
す
る
傾
き
が
あ
り
、「
真
の
宗
教
と
し
て
の
存
在
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う

か
」
と
疑
問
を
呈
す
。
す
な
わ
ち
小
乗
仏
教
は
「
知
性
を
重
ん
じ
、
凡
て
を
科
学
的
に
解
明
せ
ん
と
し
た
い
わ
ば
一
種
の
科
学
的
仏
教
」

で
あ
り
、
対
し
て
「
仏
教
を
哲
学
化
し
、
倫
理
化
せ
ん
と
し
た
（
中
略
）
人
間
本
来
の
感
情
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
煩
悩
の
存
在
を
も

肯
定
し
て
、
こ
れ
を
統
御
す
る
規
範
」
を
見
出
し
た
も
の
が
大
乗
仏
教
で
あ
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
倫
理
的
、
哲
学
的
仏
教
に
よ
っ
て
も
、「
苦
悩
の
底
に
沈
輪
せ
る
者
を
救
ふ
」
と
い
う
人
間
の
宗
教
的
欲
求
を
充
た
す
こ
と

が
で
き
ず
、
こ
こ
に
仏
教
の
宗
教
化
が
要
請
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
の
が
浄
土
教
で
あ
る
と
い
う
。
執
行
氏
は
、
自
覚
教21
と
そ
れ
に
立
脚

し
た
聖
道
門22
は
、「
自
己
の
知
性
に
依
っ
て
照
さ
れ
た
倫
理
的
規
範
の
道
に
外
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、「
信
仰
を
生
命
と
す
る
真
の
宗

教
」
と
は
な
り
得
な
い
と
論
じ
る
。
例
え
信
仰
の
対
象
と
し
て
本
尊
を
立
て
て
も
、
そ
れ
は
「
自
己
の
倫
理
的
理
想
境
」
の
具
象
化
し
た

理
佛
で
あ
り
、
自
己
を
超
越
し
た
「
客
観
的
な
事
佛
で
は
な
い
」
と
い
う
。

　

対
し
て
「
従
来
の
倫
理
的
、
哲
学
的
仏
教
よ
り
脱
し
た
救
済
教
と
し
て
の
浄
土
教
」
は
、
他
力
本
願
の
絶
対
信
を
強
調
し
、「
知
性
の

灼
熱
に
依
っ
て
枯
涸
せ
ん
と
し
た
仏
教
」
は
、「
弥
陀
本
願
の
慈
雨
に
依
っ
て
宗
教
と
し
て
の
生
命
を
と
り
か
え
し
た
」
と
見
る
一
方
で
、

そ
れ
は
「
知
性
を
否
定
し
、
自
我
を
否
定
し
た
彼
方
に
宗
教
の
領
域
を
求
め
よ
う
と
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
評
す
。

03-02　古河.indd   141 2022/03/18   9:15



　　142

　

そ
こ
で
、「
聖
道
門
の
流
を
汲
み
な
が
ら
も
、
浄
土
門
の
洗
礼
を
歴
た
日
蓮
聖
人
」
は
、
仏
教
に
お
け
る
「
知
と
信
」「
理
佛
と
事
佛
」

「
内
在
と
超
越
」
の
問
題
を
い
か
に
解
決
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
問
題
こ
そ
聖
人
の
教
学
の
核
心
で
あ
り
、
宗
学
上
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ

る
。
こ
の
課
題
は
宗
教
の
領
域
で
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
宗
教
の
領
域
は
科
学
や
哲
学
に
摂
取
さ
れ
て
「
存
在
意
義

が
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
ぶ
。

　

②　

綱
脇
龍
妙
「
日
蓮
宗
学
の
現
代
的
徹
底
単
純
化
と
人
間
礼
拝
」

　

綱
脇
龍
妙
氏
は
、
仏
教
も
法
華
経
も
宗
祖
の
教
え
も
時
代
の
中
に
動
的
で
あ
り
、
戦
後
の
非
常
時
に
国
家
人
類
を
救
済
す
る
た
め
に
は
、

法
華
経
の
三
大
眼
目
が
含
蔵
さ
れ
た
御
題
目
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
時
代
状
況
を
見
す
え
、
宗
義
の
徹
底
と
単
純
化
を
提
唱
し
て
い

る
。

　

綱
脇
氏
は
「
仏
教
は
動
的
の
宗
教
で
、
時
代
に
依
っ
て
そ
の
姿
を
変
化
し
て
活
躍
し
大
に
人
類
を
教
化
利
益
し
て
い
る
。
仏
教
経
典
の

精
髄
で
あ
る
法
華
経
が
、
大
に
動
的
で
正
像
末
の
三
時
に
そ
れ
ぞ
れ
姿
を
異
に
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
し
て
、
日
蓮
聖

人
の
教
義
は
、
そ
の
根
本
は
「
無
論
動
か
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
鎮
静
し
た
一
定
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の
変

化
に
依
り
、「
変
化
す
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
と
思
う
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
五
綱
判
と
三
秘
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
い
つ
の
時
代
で
も
徹
底
せ
ぬ
も
の
は
役
に
立
た
ぬ
」「
徹
底
し
た
も
の
は
単
純
で
あ
る
」
と
し
て
、「
非
常
な
急
調
の
現
時
」
に
お
い

て
宗
旨
の
本
尊
論
や
安
心
、
信
仰
な
ど
が
「
複
雑
難
解
」
で
あ
っ
て
は
、「
宗
門
が
国
家
人
類
を
救
う
な
ど
は
夢
に
も
期
せ
ら
れ
ず
、
宗

旨
の
存
在
さ
え
が
疑
わ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

そ
こ
で
日
蓮
聖
人
の
教
義
を
現
代
的
に
徹
底
す
る
に
は
、
教
義
と
法
華
経
に
徹
底
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
、
二
乗
作
仏
・
久

遠
実
成
・
因
行
果
徳
が
法
華
経
の
三
大
眼
目
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
の
御
題
目
」
に
「
含
蔵
」
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
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っ
て
「
此
の
日
本
の
、
此
の
人
類
の
大
難
局
を
救
済
」
す
る
「
今
正
し
く
そ
の
時
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

時
代
の
大
変
化
に
よ
っ
て
、「
本
化
上
行
と
し
て
の
日
蓮
聖
人
よ
り
も
、
不
軽
色
読
人
間
礼
拝
の
日
蓮
聖
人
の
方
が
、
重
大
の
意
義
を

有
つ
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
人
間
礼
拝
の
徹
底
こ
そ
が
「
今
後
の
宗
教
と
し
て
の
価
値
を
決
め
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

③　

戸
田
浩
曉
「
儒
家
の
非
仏
教
論
─
宗
学
の
自
己
反
省
の
た
め
に
─
」

　

戸
田
浩
曉
氏
は
、
宗
学
は
新
し
い
時
代
の
要
求
に
応
じ
、
人
々
に
資
す
る
指
導
倫
理
を
樹
立
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
儒
教
と
対
比

し
な
が
ら
具
体
的
に
提
言
し
て
い
る
。

　

戸
田
氏
は
、
学
と
し
て
の
正
当
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
第
三
者
や
論
者
の
批
評
を
自
己
反
省
の
資
と
す
べ
き
で
あ
り
、
宗

学
が
新
し
い
時
代
に
対
処
し
、
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
ゆ
く
た
め
に
大
切
な
態
度
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

そ
こ
で
儒
教
の
排
仏
論
に
も
一
顧
の
価
値
が
あ
る
と
し
、（
仏
教
は
出
家
に
よ
っ
て
）「
三
綱
五
常
を
廃
し
、
倫
理
道
徳
を
破
壊
す
る
」

と
し
た
、
儒
教
の
排
仏
論
を
例
示
す
る
。
と
こ
ろ
が
、「
肉
食
妻
帯
勝
手
た
る
」
以
降
の
僧
侶
は
も
は
や
出
家
で
は
な
く
、
儒
教
の
排
仏

論
は
「
今
や
的
無
き
矢
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
で
は
、
新
し
い
時
代
の
人
々
に
向
け
た
仏
教
的
な
道
徳
や
生
活
態
度
が
確
立
さ
れ

て
い
る
の
か
と
疑
問
を
呈
す
。
戸
田
氏
が
問
題
と
し
た
の
は
、「
近
代
資
本
主
義
生
産
機
構
の
下
に
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら

ず
」
仏
教
徒
の
生
活
形
式
が
他
教
徒
の
様
式
と
そ
の
差
異
が
縮
小
す
る
中
で
、「
仏
教
は
又
宗
学
は
果
し
て
こ
の
現
実
に
目
を
開
い
て
教

義
上
の
反
省
を
試
み
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
実
の
仏
教
は
時
代
の
進
運
に
並
行
せ
ず
「
数
歩
遅
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
戸
田
氏
は
、「
道
徳
は
変
化
し
て
も
亡
び
る
こ
と
は
な

い
」
と
し
た
上
で
、
仏
教
が
世
界
的
宗
教
た
ら
し
め
る
か
は
、
道
徳
の
上
に
立
つ
仏
教
独
自
の
新
し
い
指
導
的
倫
理
の
樹
立
が
必
要
で
は

な
い
か
と
述
べ
、「
こ
の
こ
と
は
直
に
宗
学
に
向
か
っ
て
も
尚
言
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
儒
家
が
仏
教
の
欠
陥
を
「
倫
理
道
徳
」
の
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面
か
ら
指
摘
し
た
こ
と
は
、
情
勢
の
変
化
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
仏
教
・
宗
学
の
自
己
批
判
に
一
つ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
結
ぶ
。

　

④　

中
野
文
隆
「
新
時
代
の
法
門
綱
格
─
教
相
主
義
よ
り
観
心
主
義
へ
の
論
証
─
」

　

中
野
文
隆
氏
は
、
時
代
に
応
じ
た
法
門
の
綱
格
が
教
相
主
義
で
は
な
く
観
心
主
義
に
依
る
べ
き
こ
と
を
、
五
段
に
分
け
て
提
唱
し
て
い

る
。

（
１
）�　

日
蓮
聖
人
の
教
学
は
「
歴
史
的
発
展
の
最
終
的
段
階
に
到
達
し
た
究
竟
の
法
門
綱
格
」
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
き
た
が
「
今
日
多
少

反
省
を
要
す
る
時
代
と
な
っ
た
」
と
述
べ
、
聖
人
の
教
学
は
本
迹
判
に
根
拠
が
置
か
れ
る
が
、
法
門
の
立
場
は
依
然
と
し
て
教
相
主

義
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
２
）�　

今
日
は
歴
史
的
現
実
を
基
盤
と
す
る
批
判
主
義
の
時
代
で
あ
り
、
科
学
的
主
義
に
培
わ
れ
た
現
代
人
に
は
、「
教
相
主
義
」
で
は

肯
首
を
得
に
く
く
、「
観
心
主
義
」
に
置
き
換
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

（
３
）�　
『
開
目
抄
』
の
五
重
相
対
の
第
五
教
観
相
対
判
こ
そ
、「
今
後
の
法
門
綱
格
と
な
る
べ
き
教
観
判
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、

「
文
証
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
現
実
本
位
の
経
験
主
義
」
が
こ
う
し
た
解
釈
を
今
日
要
求
し
て
く
る
と
し
て
、「
教
相
主
義
に
対
す
る
観

心
主
義
」
の
立
場
を
提
示
す
る
。

（
４
）�　
「
歴
史
的
研
究
が
教
権
主
義
の
地
盤
を
全
く
失
墜
せ
し
め
た
今
日
の
如
き
時
代
」
に
は
、「
教
権
の
立
場
」
と
し
て
の
教
相
主
義
を

離
れ
て
仏
法
そ
の
も
の
の
真
理
性
を
「
簡
明
直
裁
」
に
把
握
す
べ
き
観
心
主
義
の
立
場
が
想
起
さ
れ
る
と
す
る
。
観
心
主
義
と
は
、
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「
一
切
の
前
提
を
抜
き
に
し
た
体
験
本
意
の
現
象
主
義
」
で
あ
り
、
文
証
主
義
の
教
権
の
立
場
に
対
蹠
す
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い

る
。

（
５
）�　

日
蓮
聖
人
が
「
余
経
も
法
華
経
も
詮
な
き
事
」
と
し
、「
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
」
と
言
わ
れ
た
「
教
観
一
具
の
妙
法
五
字
」

は
、「
本
迹
判
的
教
相
主
義
の
立
場
」
で
「
全
貌
を
公
開
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
、「
仏
法
世
法
を
共
に
絶
対

妙
の
立
場
で
究
竟
的
に
開
顕
」
す
る
の
は
「
教
観
判
的
観
心
主
義
の
法
門
綱
格
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
以
外
、「
今
後
の
教
学
が

時
代
即
応
の
も
の
と
し
て
展
開
す
べ
き
進
路
」
は
「
全
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
」
と
結
ぶ23
。

　

⑤　

長
谷
川
正
徳
「
現
代
宗
学
の
課
題
─
方
法
に
つ
い
て
の
一
私
見
─
」

　

長
谷
川
正
徳
氏
は
宗
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
宗
学
は
宗
教
主
観
の
客
観
的
表
現
で
あ
る
か
ら
、
現
代
に
お
い
て
は
訓
詁

学
的
方
法
論
を
脱
し
、
今
日
の
時
代
精
神
で
あ
る
実
証
的
、
合
理
的
、
批
判
的
、
客
観
的
方
法
に
依
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。　

　

長
谷
川
氏
は
、
今
日
の
宗
学
の
方
法
は
、
文
字
章
句
の
観
念
的
解
釈
と
恣
意
的
会
通
操
作
に
依
っ
て
お
り
、
主
観
的
護
教
的
で
そ
の
帰

結
は
ド
グ
マ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

宗
学
と
は
「
信
仰
体
験
の
論
理
的
表
現
で
あ
り
そ
の
説
明
的
原
理
」「
宗
教
主
観
の
客
観
的
表
現
」
と
す
る
長
谷
川
氏
は
、
訓
詁
宗
学

の
も
つ
論
理
表
現
は
優
陀
那
日
輝
の
徳
川
時
代
よ
り
少
し
も
変
わ
ら
ず
、
宗
教
や
信
仰
の
体
験
境
地
は
時
代
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と

を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
表
現
は
時
代
的
に
為
さ
れ
な
け
れ
ば
説
明
の
論
理
と
し
て
役
に
立
た
な
い
と
指
摘
す
る
。
訓
詁
的
演
釈
的
方
法
に

よ
る
既
成
宗
学
の
内
容
は
、「
客
観
に
於
い
て
理
論
と
実
践
を
も
つ
」
現
代
人
の
歴
史
的
具
体
的
実
践
と
は
関
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
論
じ
る
。
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伝
統
の
方
向
に
純
化
し
、
現
実
へ
の
方
向
を
排
除
し
た
宗
学
が
導
き
出
し
た
も
の
が
、
教
団
の
現
実
遊
離
、
教
界
の
現
実
へ
の
作
用
欠

如
で
あ
る
と
し
、
学
と
教
団
の
現
実
遊
離
が
現
実
へ
の
無
批
判
的
な
妥
協
追
随
の
一
因
と
な
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
戦
時
中
亜
流
蓮

門
教
学
が
如
何
な
る
も
の
と
結
び
あ
ひ
、
教
団
が
い
か
な
る
方
面
に
追
随
し
た
か
」
と
戦
中
を
省
み
て
い
る
。　

　

そ
こ
で
、
宗
学
が
現
代
人
に
と
っ
て
、
力
あ
る
魅
力
を
も
っ
た
宗
教
論
理
で
あ
る
た
め
に
は
、
方
法
に
お
け
る
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転

回
」
が
必
要
で
あ
り
、「
論
師
人
師
の
論
釈
記
述
と
そ
の
演
算
的
発
展
の
み
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
方
法
と
性
格
」
を
脱
し
て
、「
時
代
精

神
で
あ
る
実
証
的
、
合
理
的
、
批
判
的
、
客
観
的
方
法
に
よ
る
具
体
的
人
間
実
存
と
そ
の
歴
史
的
社
会
的
実
践
と
に
関
わ
ら
し
め
」
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

　
「
訓
詁
宗
学
の
立
場
で
も
っ
て
唯
物
弁
証
法
と
の
対
決
が
果
た
し
て
可
能
で
あ
る
か
」「
観
念
宗
学
の
論
理
で
実
存
主
義
哲
学
と
の
対
決

が
出
来
る
や
否
や
」
と
投
げ
か
け
、
さ
ら
に
「
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
」「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ボ
ル
シ
エ
ビ
キ
か
」
と
い
う
現
実
の
問

題
に
つ
い
て
「
解
釈
宗
学
」
が
態
度
決
定
の
一
示
唆
を
提
示
し
て
い
る
の
か
と
疑
問
を
呈
し
、
こ
れ
ら
と
の
対
決
自
体
が
「
宗
学
や
信
仰

の
正
否
を
決
定
す
る
第
一
義
的
な
課
題
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

⑥　

茂
田
井
教
亨
「
宗
学
私
見
」

　

茂
田
井
教
亨
氏
は
、
宗
学
は
相
対
的
な
対
象
論
理
で
は
な
く
、
宗
祖
の
宗
教
体
験
に
基
づ
く
自
己
の
主
体
的
な
信
仰
体
験
を
対
象
と
し

た
理
論
的
な
反
省
と
客
観
表
現
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　

茂
田
井
氏
は
「
宗
学
に
つ
い
て
は
一
個
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
」
と
前
置
き24
、
一
宗
門
に
属
す
る
者
が
自
己

の
宗
学
を
持
た
な
い
こ
と
ほ
ど
「
存
在
意
義
の
な
い
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」「『
宗
学
と
は
何
で
あ
る
か
』
と
い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
れ

ば
、
宗
門
人
と
し
て
の
自
覚
を
有
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
宗
学
に
対
す
る
反
省
」
と
し
て
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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「
一
宗
の
宗
学
で
あ
る
以
上
、
祖
聖
の
宗
教
体
験
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

　
　
「『
宗
学
』
と
い
わ
れ
る
限
り
、
体
系
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
　
「
宗
教
体
験
の
理
論
的
反
省
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
　

�「
祖
聖
の
宗
教
体
験
的
内
容
を
、
祖
聖
の
著
述
に
よ
っ
て
体
系
的
に
わ
れ
わ
れ
の
理
解
認
識
の
対
象
に
有
つ
、
こ
う
い
う
所
に
『
根

本
宗
学
』
と
も
呼
ば
る
べ
き
宗
学
の
一
つ
の
範
疇
が
あ
る
」

　
　
「
祖
聖
の
体
験
に
共
感
し
同
心
し
得
る
者
の
み
が
、
祖
聖
の
門
流
と
し
て
の
資
格
を
有
つ
」

　

と
こ
ろ
が
宗
教
的
体
験
は
、
祖
聖
と
我
々
は
同
一
線
上
に
立
ち
得
て
も
、
そ
の
「
反
省
、
思
惟
、
感
受
等
」
は
時
代
的
制
約
に
よ
っ
て

必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
だ
か
ら
こ
そ
「
過
去
の
伝
統
を
絶
対
の
現
在
に
於
て
有
つ
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
体
験
的
事
実
の

理
論
的
反
省
」
が
、「
過
去
と
未
来
と
を
同
時
的
に
有
つ
」
現
代
の
宗
学
の
依
っ
て
立
つ
基
盤
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

そ
の
「
反
省
へ
と
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
る
認
識
」
は
「
観
念
的
存
在
」
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
自
己
の
「
体
験
内
容
」

を
対
象
と
し
、「
体
験
の
自
己
理
解
」
と
い
う
意
義
を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
す
。
従
来
の
宗
学
は
こ
の
点
が
欠
け
て
い
た
こ

と
、
各
宗
の
教
学
が
論
理
的
に
精
密
で
整
合
的
に
な
っ
て
い
く
半
面
、
信
仰
そ
の
も
の
が
現
実
か
ら
遊
離
し
て
い
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、

「
充
分
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
自
己
の
信
仰
体
験
を
伴
わ
な
い
教
学
は
、
い
か
に
精
密
で
あ
れ
現
実

と
関
係
を
持
っ
た
生
き
た
存
在
で
は
な
い
と
の
批
判
で
あ
る
。

　

茂
田
井
氏
は
、「
世
人
は
よ
く
宗
教
と
科
学
と
の
矛
盾
を
避
け
よ
う
と
し
た
り
、
科
学
的
に
解
明
さ
れ
な
い
宗
教
は
学
問
的
に
は
成
立

し
な
い
と
か
考
え
る
」
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
甚
だ
し
い
思
い
違
い
で
あ
る
」
と
述
べ
、
宗
学
は
「
形
式
論
理
や
対
象
論
理
、
ま
た

は
同
一
論
理
的
」
で
は
な
く
、「
信
仰
の
論
理
」
に
外
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。
そ
の
信
仰
の
論
理
は
、
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇

〜
一
九
四
五
）
の
提
唱
す
る
「
逆
対
応
の
論
理
」
に
あ
る
と
い
う
。
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そ
こ
で
宗
学
は
「
宗
学
と
し
て
あ
る
以
上
、
単
な
る
信
仰
的
主
張
、
感
情
的
言
動
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
誡
め
、
常
に
「
ロ
ゴ

ス
」
と
し
て
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
信
仰
体
験
と
し
て
の
「
真
実
信
楽
」
の
世
界
を
持
つ
と
と
も
に
、
論
理
的
立
場
で
理

論
的
反
省
と
客
観
表
現
を
す
る
と
こ
ろ
に
明
日
の
宗
学
が
樹
立
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　

⑦　

安
永
辨
哲
「
日
蓮
宗
学
の
主
体
性
」

　

安
永
辨
哲
氏
は
「
日
蓮
宗
の
宗
学
」
と
し
て
の
主
体
性
と
特
質
を
検
討
し
て
い
る
。

　

安
永
氏
は
、
仏
教
は
「
知
解
と
信
行
」「
理
性
と
信
仰
」「
哲
学
と
宗
教
」
な
ど
、「
有
限
と
無
限
」「
相
対
と
絶
対
」
な
る
も
の
と
の
対

立
を
内
部
に
包
摂
す
る
と
こ
ろ
に
理
性
的
宗
教
の
特
色
が
あ
る
と
し
、
こ
の
「
宗
教
的
絶
対
性
と
理
性
的
批
判
性
」
は
仏
教
研
究
に
お
け

る
「
立
場
と
方
法
」
を
自
ら
規
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
特
質
は
宗
学
も
具
備
す
る
と
述
べ
る
。

　

そ
こ
で
、
宗
学
が
「
特
定
の
宗
教
教
団
」
の
「
解
釈
学
」「
規
範
学
」「
発
展
学
」
で
あ
り
、「
宗
祖
の
思
想
信
念
に
一
如
せ
ん
と
す
る

意
欲
を
基
盤
と
す
る
学
的
体
系
」
で
あ
る
限
り
、
軽
々
に
「
宗
祖
を
超
え
」
よ
う
と
し
た
り
、「
祖
師
を
否
定
し
よ
う
」
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
新
た
な
宗
教
の
開
創
で
あ
り
、「
そ
の
宗
の
宗
学
で
は
あ
り
得
ま
い
」
と
述
べ
る
。

か
か
る
意
味
か
ら
安
永
氏
は
宗
学
の
主
体
性
に
つ
い
て
、
日
蓮
学
を
一
つ
の
建
物
に
譬
え
、
五
項
目
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

（
一
）�　
「
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
基
盤
」（
日
蓮
教
学
と
し
て
の
基
盤
）
…
外
相
承
と
内
相
承
、
法
華
経
へ
の
帰
信
と
本
門
仏
教
の
開
宣

（
二
）�　
「
構
築
素
材
と
し
て
の
基
体
」
…
広
く
仏
教
各
宗
の
教
学
内
容
が
包
括
さ
れ
る
こ
と
、
特
に
天
台
の
教
判

（
三
）�　
「
建
築
様
式
」（
日
蓮
学
と
し
て
の
構
成
形
態
）
…
五
義
の
教
判

（
四
）�　
「
内
部
構
造
」
…
三
大
秘
法

（
五
）�　
「
生
活
環
境
と
し
て
の
使
用
価
値
」
…
一
秘
、
五
字
七
字
の
受
持
成
仏
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⑧　

渡
邊
日
宣
「
宗
学
の
組
織
に
つ
い
て
」　

　

渡
邊
日
宣
氏
は
宗
学
の
組
織
を
提
示
し
て
い
る
。

　

渡
邊
氏
は
、
宗
学
の
組
織
は
、
受
け
入
れ
る
相
手
に
よ
っ
て
異
な
る
形
式
を
取
る
も
の
と
し
、
専
門
（
出
家
用
）・
一
般
仏
教
用
・
知

識
階
級
用
・
檀
信
徒
（
在
家
）
用
の
四
つ
に
分
類
し
、
各
々
に
組
織
さ
れ
る
綱
目
を
列
記
し
て
い
る
。

　

①
「
専
門
用
」
は
、
二
分
法
・
三
分
法
・
四
分
法
・
五
分
法
に
そ
れ
ぞ
れ
細
分
さ
れ
る
。
二
分
法
は
教
相
・
観
心
、
三
分
法
は
教
判
・

教
理
・
三
秘
、
四
分
法
は
教
判
・
教
理
・
宗
旨
・
信
行
、
五
分
法
は
教
判
・
教
理
・
宗
教
・
信
行
・
安
心
で
あ
る
と
し
、
五
分
法
以
上
も

数
限
り
な
く
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
宗
学
の
形
式
的
組
織
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
を
以
て
す
る
こ
と
が
「
最
も
整
備
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

②
「
一
般
仏
教
用
」
は
、
三
分
法
は
仏
・
法
・
僧
、
四
分
法
は
信
・
解
・
行
・
証
、
③
「
知
識
階
級
用
」
は
、
宗
学
を
哲
学
的
宗
教
的

に
取
扱
う
と
い
う
こ
と
で
、
教
学
的
基
礎
・
哲
学
的
根
拠
・
宗
教
的
理
想
・
理
想
の
実
現
を
挙
げ
る
。
④
「
在
家
用
」
は
、
日
蓮
聖
人
・

法
華
経
・
題
目
の
三
組
織
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
第
一
回
教
学
大
会
に
お
け
る
宗
学
論
の
発
表
を
概
観
し
て
き
た
。

　

学
者
や
大
学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
日
蓮
宗
教
師
が
各
々
の
立
場
か
ら
宗
学
を
論
じ
て
お
り
、
宗
学
の
内
容
や
目
的
、
方
法
論
、
宗
学

の
組
織
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
な
ど
、
そ
の
論
点
は
多
岐
に
亘
る
。

　

執
行
氏
や
茂
田
井
氏
は
、
仏
教
徒
と
し
て
の
主
体
的
な
「
信
」「
信
仰
」
に
基
づ
く
宗
学
の
果
た
す
べ
き
課
題
を
論
じ
た
も
の
と
理
解

で
き
、
宗
学
の
意
義
と
本
質
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
印
象
を
受
け
る
。
綱
脇
氏
と
戸
田
氏
は
、
時
代
状
況
に
応
じ
た
指
導
倫
理
と
し

て
の
役
割
を
宗
学
が
持
つ
よ
う
に
と
提
言
し
て
い
る
。
中
野
氏
が
主
張
す
る
教
相
主
義
か
ら
観
心
主
義
へ
の
置
換
は
、
合
理
的
実
証
主
義
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の
科
学
精
神
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
文
献
主
義
を
離
れ
て
体
験
を
本
意
と
す
る
こ
と
を
大
胆
に
主
張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長
谷
川
氏

も
宗
学
の
表
現
と
方
法
の
時
代
化
を
主
張
し
、
社
会
と
関
わ
り
諸
問
題
に
応
じ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
く
論
じ
て
い
る
。
安
永
氏
と
渡

邊
氏
は
日
蓮
宗
の
宗
学
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
安
永
氏
は
そ
の
特
質
を
掲
出
し
、
渡
邊
氏
は
日
蓮
宗
宗
学
が
具
え
る
分
野
と
組
織
を
勘
案

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
回
教
学
大
会
で
発
表
さ
れ
た
宗
学
論
で
は
、
宗
学
を
単
に
「
宗
派
の
教
義
を
学
ぶ
こ
と
」
と
い
う
固
定
化
し
た
意

味
で
用
い
て
は
お
ら
ず
、
諸
氏
に
よ
り
多
彩
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、「
戦
後
」
や
「
現
代
」
と
い
う
よ
う
に
常
に
「
時
代
」
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
時
代
に
生
き
る
人
々
や

社
会
に
対
し
て
い
か
に
宗
学
が
関
わ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
宗
学
を
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
綱
脇
氏
や
戸
田
氏
を
は
じ
め
、
特
に

中
野
氏
や
長
谷
川
氏
は
時
代
と
人
々
を
強
く
意
識
し
、
伝
統
宗
学
の
方
法
論
と
表
現
の
時
代
化
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

捉
え
方
の
一
方
で
、
自
己
の
宗
祖
の
理
解
、
信
仰
体
験
の
学
と
し
て
の
宗
学
を
論
じ
て
い
る
の
は
茂
田
井
氏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ

宗
学
論
と
い
え
ど
も
、「
人
々
に
向
け
て
宗
祖
の
教
え
を
い
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
導
く
か
」
と
い
う
視
点
と
「
宗
祖
を
い
か
に
領
受
す

る
か
」
と
い
う
視
点
が
あ
り
、
こ
う
し
た
視
座
の
異
同
は
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
諸
氏
が
身
を
置
く
環
境
や
立
場
に
も
左
右
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
執
行
氏
が
仏
教
史
上
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
思
想
と
立
場
に
立
脚
し
、「
日
蓮
宗
の
宗
学
」
と
し
て

の
課
題
を
論
じ
る
の
に
対
し
、
茂
田
井
氏
は
各
宗
派
固
有
の
宗
学
で
は
な
く
、
広
く
「
仏
教
諸
宗
に
共
通
す
る
宗
学
」
と
い
う
視
点
で
論

じ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
宗
派
の
学
と
し
て
の
宗
学
」
と
「
仏
教
諸
宗
の
学
と
し
て
の
宗
学
」
と
い

う
両
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
る
点
に
、
宗
学
と
い
う
語
の
意
味
の
広
さ
と
複
雑
さ
を
看
取
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
諸
氏
の
発
表
に
対
し
て
い
か
な
る
反
響
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
発
表
後
に
行
わ
れ
た
討
論
会
で
は
宗
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
。
次
節
で
は
『
紀
要
』
に
収
録
さ
れ
る
発
表
へ
の
講
評
や
討
論
会
な
ど
の
関
連
資
料
を
参
照
し
、
広
く
第
一
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回
大
会
当
時
の
宗
学
論
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四
、
第
一
回
教
学
大
会
の
周
辺

　

本
節
で
は
ま
ず
『
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
大
会
発
表
へ
の
講
評
と
、
大
会
二
日
目
に
行
わ
れ
た
討
論
会
の
記
録
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
第
一
回
大
会
当
時
の
宗
学
論
の
論
点
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

１　

第
一
回
教
学
大
会
の
周
辺

　①

　宗
学
論
の
発
表
に
対
す
る
講
評

　
『
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
大
会
協
議
事
項
概
要
報
告
」
に
は
、
各
発
表
に
対
し
て
の
望
月
歓
厚
氏
に
よ
る
講
評
が
活
字
化
さ
れ
て
い

る
。
望
月
氏
は
大
会
中
の
発
表
に
つ
い
て
、「
霊
山
往
詣
」「
行
」「
宗
学
論
」
と
い
う
よ
う
に
、
内
容
毎
に
分
類
し
て
所
感
を
述
べ
て
お

り
、
宗
学
の
発
表
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
講
評
し
て
い
る
。

　
　

�

更
に
、
他
の
一
群
に
宗
学
論
が
あ
っ
た
。
茂
田
井
、
長
谷
川
、
中
野
等
の
諸
氏
で
あ
る
が
、
中
野
、
長
谷
川
氏
あ
た
り
の
宗
学
に
対

し
て
の
批
判
に
於
い
て
宗
祖
を
こ
え
る
と
す
る
意
識
を
持
っ
た
と
こ
ろ
に
は
宗
学
は
既
に
あ
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宗
学
は
宗
祖

と
一
致
す
る
と
考
え
る
と
き
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る25
。

　

こ
の
望
月
氏
の
講
評
は
、
大
会
中
に
諸
師
が
発
表
し
た
宗
学
の
方
法
論
や
表
現
、
組
織
や
体
系
へ
の
個
々
の
言
及
で
は
な
く
、
宗
学
に

取
り
組
む
者
の
姿
勢
を
指
摘
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
宗
祖
を
こ
え
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
安
永
氏
の
発
表
の
中

で
も
同
様
の
表
現
が
あ
る
が26
、
こ
れ
は
「
宗
学
す
る
者
」
の
根
本
的
な
立
場
、
宗
祖
に
倣
う
者
と
し
て
「
宗
祖
に
一
致
す
る
」
と
い
う
宗
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学
の
根
本
を
外
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

　
「
宗
祖
を
こ
え
る
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
望
月
歓
厚
氏
の
『
宗
学
論
』
の
一
考
察27
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
会
の
半
年
後
に
立
正
大

学
で
行
わ
れ
た
座
談
会
「
宗
学
の
現
代
的
課
題28
」
に
て
論
点
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る29
。
教
学
大
会
の
会
長
を
務
め
た
望
月

氏
を
中
心
に
、
兜
木
氏
や
久
保
田
氏
、
茂
田
井
氏
が
参
加
し
た
座
談
会
で
は
、
若
い
宗
門
人
の
一
つ
の
傾
向
と
し
て
「
い
つ
か
問
題
に
な

っ
た
宗
祖
を
超
え
た
宗
学30
」「
日
蓮
を
超
え
た
宗
学
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
宗
祖
の
枠
に
縛
ら
れ
た
宗
学
を
伝
統
的
に
縛
ら
れ
た

学
問
の
枠
の
中
で
出
来
て
居
る
伝
統
宗
学
と
し
て
こ
れ
を
打
破
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、「
伝
統
を
無
視
し
て
直
ち
に
自
分
の
方
法
論

を
法
華
経
と
御
遺
文
に
結
び
つ
け
」
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
望
月
氏
は
「
宗
学
の
建
て
方
や
説
明
の
仕
方
は
め
い
め
い
異
な
っ
て
い
て
も
よ
い
が
間
違
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

究
極
に
於
い
て
宗
祖
に
帰
一
す
る
と
い
う
信
仰
に
於
い
て
一
致
す
る
」
と
宗
学
の
あ
り
方
を
説
き
、「
宗
学
の
型
を
示
す
、
つ
ま
り
教
相

の
枠
を
離
れ
な
い
で
日
蓮
聖
人
と
一
致
し
つ
つ
説
明
の
仕
方
に
於
い
て
異
な
っ
て
行
け
ば
よ
い
」「
教
相
と
い
う
枠
を
変
え
な
い
で
、
内

容
の
説
明
に
於
て
、
宗
祖
に
一
如
し
つ
つ
説
明
し
て
行
け
ば
よ
い
」
と
し
て
宗
学
の
現
代
的
表
現
を
示
す
の
で
あ
る
。
詮
ず
る
と
こ
ろ

「
宗
祖
を
超
え
た
宗
学
」
と
は
、「
宗
祖
の
教
え
を
私
に
判
断
し
て
、
取
捨
し
た
り
、
優
劣
を
つ
け
た
り
、
別
の
意
義
を
立
て
る
こ
と
」
と

言
え
よ
う
か
。
宗
学
は
自
己
が
宗
祖
に
向
き
合
い
、
自
己
の
主
体
的
な
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
本
は
宗
祖
の
教
え
に
一
如

す
る
、
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
と
望
月
氏
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　②

　討
論
会
「
宗
学
の
将
来
に
つ
い
て
」

　

本
稿
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
会
の
二
日
目
に
は
「
宗
学
の
将
来
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
討
論
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
三
時
間
に
及
ぶ
討
論
会
の
内
容
は
『
紀
要
』
に
短
く
ま
と
め
ら
れ
、
司
会
者
と
参
加
者
の
発
言
が
対
話
形
式
で
簡
潔
に
活

字
化
さ
れ
て
い
る31
。
な
お
、『
紀
要
』
で
は
発
言
者
の
氏
名
は
姓
の
み
表
記
さ
れ
て
い
る
。
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宗
学
に
つ
い
て
の
論
点
は
大
き
く
分
け
て
次
の
二
点
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
現
代
宗
学
の
あ
り
方

　
　
（
二
）
宗
学
の
表
現

　
（
一
）
に
関
し
て
は
、
坂
本
氏32
が
、
現
代
宗
学
の
成
立
に
は
日
蓮
宗
の
立
場
に
の
み
立
脚
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
宗
教
学
と
も
共

同
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
、
こ
れ
に
対
し
て
湯
川
氏
は
、
宗
祖
が
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
学
問
を
統
合
し
た

こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
あ
ら
ゆ
る
学
問
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
宗
学
が
構
成
さ
れ
る
」
と
賛
同
し
、「
別
々
の
学
で
あ
れ
ば
宗

学
は
大
成
さ
れ
な
い
」
と
し
て
諸
学
問
の
統
合
に
宗
学
の
現
代
化
を
見
て
い
る
。
鴨
宮
氏
も
「
宗
祖
は
共
同
研
究
的
な
広
い
立
場
で
教
学

を
う
ち
た
て
ら
れ
た
か
ら
、
現
代
化
す
れ
ば
現
代
人
に
は
た
だ
ち
に
受
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
二
者
に
同
意
し
て
い
る
。

　
（
二
）
に
つ
い
て
は
、「
従
来
の
形
式
主
義
よ
り
内
容
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
中
野
氏
が
提
起
す
る
、「
宗
学
の
表
現
に

お
け
る
教
相
と
観
心
」
が
論
点
と
な
る
。「
観
心
は
体
験
主
義
で
あ
る
。
妙
法
蓮
華
経
が
自
分
で
体
験
で
き
な
け
れ
ば
人
を
導
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
体
験
に
内
容
の
本
質
が
あ
る
」「
観
心
の
立
場
に
立
っ
て
教
相
を
批
判
す
る
。
教
相
を
超
え
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
」

と
し
た
同
氏
の
発
言
に
つ
い
て
、
鴨
宮
氏
は
「
教
相
を
飛
躍
し
て
観
心
に
行
け
ば
邪
義
と
な
る
」
と
述
べ
て
、「
教
相
を
中
心
」
と
す
べ

き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
茂
田
井
氏
は
「
教
相
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
聖
人
の
信
仰
で
は
な
く
な
る
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
中
野
氏
は
「
宗
祖
を
超
え
る
こ
と
は
結
局
自
己
批
判
に
な
る
」
と
応
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
教
相
は
具
体
的

な
表
現
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
米
田
氏
は
「
教
相
の
表
現
を
現
代
化
し
て
ゆ
く
べ

き
で
あ
る
」
と
部
分
的
に
同
意
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
討
論
会
で
は
、「
現
在
に
お
け
る
折
伏
の
可
否
」「
本
尊
の
形
式
の
問
題
」「
南
無
妙
法
蓮
華
経
か
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
か
」
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
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２　

第
一
回
教
学
大
会
当
時
の
宗
学
論　

　

こ
れ
ま
で
第
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に
お
け
る
宗
学
論
に
つ
い
て
、
各
氏
の
宗
学
論
の
内
容
を
確
認
し
、
関
連
資
料
を
参
照

し
な
が
ら
、
宗
学
が
い
か
に
考
え
ら
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
概
観
し
て
き
た
。

　

第
一
回
教
学
大
会
は
、
望
月
氏
の
開
催
趣
旨
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
復
興
の
中
で
学
的
雰
囲
気
の
醸
成
と
と
も
に
日
蓮
宗
宗
門

の
信
仰
と
教
学
を
立
て
直
し
、
宗
門
の
時
代
化
を
資
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
綱
脇
氏
が
「
非
常
な
急
調
の
現
時
」
と
表
わ

し
、
長
谷
川
氏
が
「
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ボ
ル
シ
エ
ビ
キ
か
我
々
に
と
っ
て
ギ
リ
ギ
リ
の
課
題
に
な
っ
て
迫
っ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
激
動
の
戦
後
社
会
に
あ
っ
て
は
、
今
日
以
上
に
日
蓮
宗
宗
門
の
信
仰
と
教
団
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
大
会
に
お
け
る
宗
学
論
や
討
論
会
で
は
多
く
の
諸
氏
が
時
代
を
念
頭
に
、
い
か
に
社
会
と
人
々
と
交
渉
を
持

つ
か
と
い
う
視
点
か
ら
宗
学
を
論
じ
て
い
る
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
終
戦
か
ら
間
も
な
い
時
代
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
信
仰

の
学
と
し
て
の
宗
学
と
と
も
に
、
宗
門
と
時
代
を
牽
引
す
る
新
た
な
基
軸
と
し
て
宗
学
が
捉
え
ら
れ
、
そ
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

伝
統
宗
学
の
方
法
論
や
表
現
の
時
代
化
が
主
張
さ
れ
、
宗
学
の
現
代
化
が
求
め
ら
れ
る
流
れ
の
中
で
、
中
野
氏
の
提
唱
す
る
「
教
相
と

観
心
」
の
問
題
や
「
宗
祖
を
超
え
る
」
と
称
さ
れ
た
傾
向
が
論
点
と
な
り
、
大
会
中
の
討
論
会
や
そ
の
後
の
座
談
会
で
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
る
。
後
世
か
ら
見
た
「
宗
学
論
の
展
開
」
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
「
宗
祖
に
帰
一
、
一
致
す
る
」
と

い
う
望
月
氏
が
示
す
宗
学
の
根
幹
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
「
宗
祖
を
超
え
る
」
に
つ
い
て
は
、
仏
祖

を
領
受
し
た
宗
祖
の
信
仰
と
教
え
の
枠
か
ら
自
ら
が
外
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
宗
学
の
方
法
論
や
表
現
を
変
え
る
と
い
う
表
層
的
な

こ
と
で
は
な
く
、
仏
祖
→
宗
祖
→
自
己
の
系
譜
か
ら
の
逸
脱
を
意
味
す
る
こ
と
と
理
解
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
宗
の
宗
学
論
に
お
い
て
他
者
の
宗
学
論
へ
の
批
評
が
活
字
と
し
て
残
る
例
は
少
な
く33
、
本
節
で
参
照
し
た
講
評
、
討

論
会
、
座
談
会
の
三
つ
の
文
章
は
、
他
者
の
宗
学
論
へ
の
そ
の
時
点
に
お
け
る
生
の
批
評
を
伺
え
る
数
少
な
い
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
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五
、
む
す
び

　

昭
和
二
十
三
年
の
第
一
回
教
学
大
会
は
、
学
者
や
有
識
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
諸
氏
に
よ
り
闊
達
に
宗
学
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

戦
後
三
年
の
激
動
の
時
代
の
中
で
各
氏
が
捉
え
る
宗
学
観
や
宗
学
の
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
各
々
が
時
代
の
中
で
感
得
し
た
仏
弟
子
と

し
て
の
信
仰
と
理
念
の
社
会
へ
の
表
明
と
も
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
の
も
と
に
戦
後
の
荒
廃
し
た
日
本
社
会
を
担

う
と
い
う
気
概
を
感
じ
る
、
熱
意
に
満
ち
た
宗
学
論
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
看
取
さ
れ
る
「〝
教
え
と
信
仰
に
基
づ
い
て
”
そ
れ
を
社
会
に

実
践
し
、
現
実
を
切
り
拓
い
て
い
く
」
と
い
う
精
神
は
、
当
た
り
前
と
感
じ
て
い
た
生
活
環
境
が
激
変
し
、
価
値
観
や
死
生
観
、
社
会
通

念
が
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
く
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
受
継
い
で
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

時
代
背
景
や
社
会
、
教
団
の
動
向
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
引
き
続
き
諸
先
師
の
宗
学
論
と
そ
の
展
開
を
考
察
し
、
教
え
と
信
仰
の
も
と

人
々
に
寄
り
そ
う
僧
侶
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
【
別
表
】「
近
代
に
お
け
る
諸
先
師
の
宗
学
論
」

著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

高
田　

恵
忍

先
づ
聖
祖
を
研
究
せ
よ

『
大
崎
学
報
』
創
刊
号

明
治
三
十
七（
一
九
〇
四
）年
十
二
月

高
田　

恵
忍

如
何
に
し
て
宗
乗
を
研
究
せ
ん
乎

『
大
崎
学
報
』
第
五
号

明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
月

北
尾　

日
大

『
日
蓮
主
義
大
観
』（
聖
教
社
）

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月

高
田　

恵
忍

学
問
の
規
範

『
棲
神
』
第
十
号

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月

北
尾　

日
大

宗
学
及
宗
門
教
育
の
原
理

『
大
崎
学
報
』
第
六
十
一
号

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

北
尾　

日
大

『
本
化
宗
学
綱
要
』（

平
楽
寺
書
店
）

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月

北
尾　

日
大

信
仰
と
研
究

『
大
崎
学
報
』
第
七
十
号

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
二
月

宮
崎
浅
次
郎

宗
教
に
於
け
る
批
判
原
理

─
教
学
者
及
信
仰
家
の
批
評
立
場
─

『
大
崎
学
報
』
第
七
十
号

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
二
月

浅
井　

要
麟

祖
書
鑚
仰
の
先
決
条
件
（
上
）

─
専
門
宗
学
者
の
任
務
─

『
法
華
』
第
十
八
巻
十
号

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
月

浅
井　

要
麟

祖
書
鑚
仰
の
先
決
条
件
（
下
）

─
専
門
宗
学
者
の
任
務
─

『
法
華
』
第
十
八
巻
十
二
号

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
二
月

高
田　

恵
忍

宗
学
鉤
玄

『
大
崎
学
報
』
第
七
十
九
号

／
『
日
蓮
聖
人
新
研
究
』

（
立
正
大
学
文
芸
部
）

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
二
月
・

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
三
月

山
川　

智
応

宗
学
に
於
け
る
現
在
の
諸
潮
流
と

吾
等
の
態
度

『
大
崎
学
報
』
第
八
十
号

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
二
月

遠
藤　

是
妙

宗
学
の
淵
源

『
棲
神
』
第
二
十
号

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
一
月

室
住　

一
妙

日
蓮
宗
学
新
指
針

『
棲
神
』
第
二
十
号

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
一
月

真
野　

正
順

宗
学
組
織
論

『
大
崎
学
報
』
第
八
十
六
号

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
七
月

中
澤　

要
實

宗
学
へ
の
悩
み

『
棲
神
』
第
二
十
三
号

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
二
月

室
住　

一
妙

純
粋
宗
学
の
理
念
と
そ
の
展
開

『
棲
神
』
第
二
十
三
号

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
二
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

室
住　

一
妙

即
身
成
仏
研
究
序
説

『
棲
神
』
第
二
十
四
号

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
十
二
月

武
田　

海
正

宗
学
試
案
の
中
か
ら

『
棲
神
』
第
二
十
五
号

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
二
月

室
住　

一
妙

純
粋
宗
学
本
質
論
の
資
料
と
問
題

─
即
身
成
仏
研
究
本
論
第
一
篇

問
題
学
的
究
明
そ
の
一
─

『
棲
神
』
第
二
十
五
号　

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
二
月

馬
田　

行
啓

宗
学
の
不
変
性
と
可
変
性

『
清
水
龍
山
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
』（
清
水
龍
山
先
生

教
育
五
十
年
古
稀
記
念
会
）

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月

安
永　

弁
哲

宗
学
私
観

─
吾
等
は
如
何
に
宗
学
す
べ
き
か
─

『
清
水
龍
山
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
』（
清
水
龍
山
先
生

教
育
五
十
年
古
稀
記
念
会
）

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月

室
住　

一
妙

新
体
制
下
に
お
け
る
本
質
宗
学
よ

り
の
提
題

『
棲
神
』
第
二
十
六
号

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
断
想
─
日
蓮
宗
に
於
け
る
最

近
の
問
題
に
関
聯
し
て
─

『
立
正
大
学
論
叢
』
創
刊
号

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
一
月

室
住　

一
妙

大
信
の
発
動
─
本
質
宗
学
に
於
け

る
主
体
性
の
規
範
─

『
棲
神
』
第
二
十
七
号

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
三
月

室
住　

一
妙

宗
学
と
は
何
ぞ

─
絶
対
自
覚
の
学
と
し
て
─

『
棲
神
』
第
二
十
八
号

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
六
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

塩
田　

義
遜

『
日
蓮
宗
宗
学
概
論
』

（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
一
月

茂
田
井
教
亨

体
験
か
ら
思
索
へ

『
法
華
』
第
三
十
一
巻
十
一
・

十
二
号

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月

浅
井　

要
麟

『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』（
平
楽

寺
書
店
）

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月

吉
村
孝
一
郎

祖
書
学
と
宗
学

『
法
華
』
第
三
十
五
巻
一
号

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月

室
住　

一
妙

宗
学
を
つ
ら
ぬ
く
も
の

『
法
華
』
第
三
十
五
巻
三
号

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
二
月

執
行　

海
秀

宗
教
の
領
域
と
宗
学
の
課
題

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

綱
脇　

龍
妙

日
蓮
宗
学
の
現
代
的
徹
底
単
純
化

と
人
間
礼
拝

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

戸
田　

浩
曉

儒
家
の
非
仏
教
論
─
宗
学
の
自
己

反
省
の
た
め
に
─

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

中
野　

文
隆

新
時
代
の
法
門
綱
格
─
教
相
主
義

よ
り
観
心
主
義
へ
の
論
証
─

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

長
谷
川
正
徳

現
代
宗
学
の
課
題

─
方
法
に
就
い
て
の
一
私
見
─

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

茂
田
井
教
亨

宗
学
私
見

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

安
永　

弁
哲

日
蓮
宗
学
の
主
体
性

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

渡
邊　

日
宣

宗
学
の
組
織
に
つ
い
て

『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』

第
一
集

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月

茂
田
井
教
亨

座
談
会
補
遺

『
法
華
』
第
三
十
六
巻
一
号

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
十
月

望
月　

歓
厚

ほ
か

座
談�

宗
学
の
現
代
的
課
題

『
法
華
』
第
三
十
六
巻
一
号

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
十
月

鴨
宮　

英
迅

根
本
宗
学
上
よ
り
唱
題
往
成
論
を

提
唱
す

『
大
崎
学
報
』
第
九
十
七
号

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
六
月

齋
藤　

龍
遵

一
代
五
時
の
徹
底
と
「
い
の
り
」

の
宗
学

『
大
崎
学
報
』
第
九
十
七
号

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
六
月

竹
田　

日
濶

永
遠
の
過
去
よ
り
久
遠
の
未
来
に

到
る
迄
永
久
の
現
代
と
し
て
必
要

な
る
当
家
の
基
本
宗
学

『
大
崎
学
報
』
第
九
十
七
号

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
六
月

長
谷
川
正
徳

現
代
に
お
け
る
教
学
の
問
題

『
大
崎
学
報
』
第
九
十
八
号

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
七
月

室
住　

一
妙

現
代
宗
学
の
基
本
問
題

『
大
崎
学
報
』
第
九
十
八
号

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
七
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

米
田　

淳
雄

宗
学
の
根
本
的
立
場

『
望
月
歓
厚
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
』（
望
月
歓
厚
先
生

古
稀
記
念
会
）

昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
十
一
月

鈴
木　

一
成

御
遺
文
の
研
究
を
提
唱
す

『
宗
研
』
創
刊
号

昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）年
十
二
月

渡
辺　

和
範

宗
学
に
望
ま
れ
る
も
の

『
宗
研
』
創
刊
号

昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）年
十
二
月

望
月　

歓
厚

宗
学
人
に
寄
す

『
宗
研
』
第
三
号

（『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

所
収
）

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
六
月

芹
澤　

寛
哉

教
義
と
教
学

『
棲
神
』
第
二
十
九
号

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
九
月

室
住　

一
妙

給
仕
第
一
の
精
神

『
棲
神
』
第
二
十
九
号

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
二
）
年
九
月

室
住　

一
妙

純
粋
宗
学
の
綱
領
的
展
開

『
棲
神
』
第
二
十
九
号

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
九
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
観
に
於
け
る
個
的
立
場
と
種

的
立
場

『
棲
神
』
第
二
十
九
号

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
九
月

大
嶋　

忠
雄

日
蓮
（
真
正
）
仏
教
学
の
本
質
と

課
題
に
つ
い
て

『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
一
号

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
七
月

室
住　

一
妙

純
粋
宗
学
に
お
け
る
主
体
性

『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
一
号

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
七
月

有
光　

友
逸

実
践
宗
学
と
し
て
の
如
来
行

『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
三
号

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
六
月
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宗学論の一考察（古河）

著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

室
住　

一
妙

宗
祖
の
主
体
性
を
究
明
す
る
に
つ

い
て
の
方
法
論
的
考
察

─
伝
記
の
扱
い
方
─

『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
三
号

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
六
月

森
川　

博
祐

進
歩
宗
学
と
は
何
ぞ
や

『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
三
号

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
六
月

室
住　

一
妙

わ
れ
ら
な
に
を
な
す
べ
き
か

─
現
代
と
対
決
す
る
も
の
と
し
て

問
題
学
的
に
考
え
る
─

『
棲
神
』
第
三
十
号

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
十
月

室
住　

一
妙

宗
学
上
に
お
け
る
叡
智
性
の
問
題

『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
五
号

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
九
月

室
住　

一
妙

建
設
の
た
め
の
吟
味
─
純
粋
宗
学

に
お
け
る
問
題
学
的
領
域
─

『
棲
神
』
第
三
十
一
号

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
十
月

室
住　

一
妙

体
系
と
い
ふ
こ
と

『
棲
神
』
第
三
十
二
号

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
三
月

室
住　

一
妙

宗
学
に
お
け
る
体
系
の
問
題

『
棲
神
』
第
三
十
二
号

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
三
月

望
月　

歓
厚

『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
の
序

望
月
歓
厚
著
『
日
蓮
教
学
の

研
究
』（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年
十
一
月

室
住　

一
妙

体
系
の
展
開

『
棲
神
』
第
三
十
三
号

昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）年
十
二
月

大
嶋　

忠
雄

日
蓮
仏
教
の
本
質
と
そ
の
現
形
象
態

『
立
正
教
報
』
№
６

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
六
月

室
住　

一
妙

自
己
批
判
の
問
題
点

─
純
粋
宗
学
の
問
題
学
的
素
描
─

『
大
崎
学
報
』
第
一
一
二
号

昭
和
三
十
五（
一
九
六
〇
）年
十
二
月

室
住　

一
妙

体
系
的
対
決

『
棲
神
』
第
三
十
四
号

昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
三
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

茂
田
井
教
亨

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』の
自
序

茂
田
井
教
亨
著

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』

（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
一
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
の
客
観
性

　
　
　
　

─
跋
に
か
え
て
─

茂
田
井
教
亨
著

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』

（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
一
月

望
月　

歓
厚

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
の
序

茂
田
井
教
亨
著

『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』

（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
一
月

上
原　

専
禄

日
蓮
遺
文
を
ど
う
読
む
か

『
日
本
古
典
文
学
大
系
八
十

二
』（
岩
波
書
店
）

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
四
月

真
野　

正
順

『
仏
教
に
お
け
る
宗
観
念
の
成
立
』

（
理
想
社
）

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
十
二

月

芹
沢　

寛
哉

宗
学
の
論
理
と
表
現

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
二
号

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
七
月

茂
田
井
教
亨

─
故
望
月
歓
厚
先
生
追
悼
に
か
え
て
─

「
望
月
宗
学
」の
後
に
来
る
も
の

『
所
報
』
№
２

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
）

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
三
月

茂
田
井
教
亨

第
二
節　

本
尊
論
の
展
開

─
田
中
智
学
と
本
多
日
生
と
の
比
較
─

『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』

（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
三
月

執
行　

海
秀

望
月
先
生
の
宗
学

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月
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宗学論の一考察（古河）

著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

勝
呂　

信
静

思
い
出
す
ま
ま
に

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月

日
比　

宣
正

遺
徳
を
偲
ん
で

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月

室
住　

一
妙

宗
学
論
に
つ
い
て

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月

茂
田
井
教
亨

最
後
の
課
題

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月

望
月　

歓
厚

宗
学
各
論

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月

渡
辺　

宝
陽

望
月
先
生
を
偲
ぶ

『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
六
月

室
住　

一
妙

宗
学
論
私
議

─
創
造
宗
学
へ
の
理
解
─

『
棲
神
』
第
四
十
一
号

昭
和
四
十
三（
一
九
六
八
）年
十
一
月

望
月　

歓
厚

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
の
緒
論

望
月
歓
厚
著
『
日
蓮
宗
学
説

史
』（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
四
十
三（
一
九
六
八
）年
十
一
月

茂
田
井
教
亨

「
宗
義
大
綱
」
に
対
す
る
疑
義
に

答
う
─
特
に
竹
田
日
濶
師
の
質
疑

に
対
し
て
─

『
所
報
』
№
３

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
）

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
三
月

渡
辺　

宝
陽

宗
学
論

─
宗
学
論
の
回
顧
と
展
望
─

『
所
報
』
№
３

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
）

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
三
月

上
原　

専
禄

日
蓮
認
識
の
諸
問
題

『
日
本
の
思
想
』第
四
巻
別
冊

昭
和
四
十
四（
一
九
六
九
）年
十
一
月

室
住　

一
妙

随
想�

宗
宣
言
お
ぼ
え
が
き

『
棲
神
』
第
四
十
二
号

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
三
月

上
田　

本
昌

松
木
本
興
先
生
の
教
化
と
近
代
宗
学

『
棲
神
』
第
四
十
二
号

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
三
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

室
住　

一
妙

純
粋
宗
学
と
現
代

『
所
報
』
№
４

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
）

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
三
月

室
住　

一
妙

宗
宣
言
と
教
団

『
棲
神
』
第
四
十
三
号

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
二
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
的
思
考
に
つ
い
て

『
仏
教
学
論
集
』
第
八
号

昭
和
四
十
六（
一
九
七
一
）年
十
二
月

勝
呂　

信
静

宗
学
研
究
上
の
二
三
の
問
題
点

茂
田
井
教
亨
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
『
日
蓮
教
学
の
諸
問

題
』（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
四
十
九（
一
九
七
四
）年
十
二
月

室
住　

一
妙

現
代
を
活
か
す
宗
学
に
つ
い
て

『
現
代
宗
教
研
究
』
第
九
号

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
）

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
三
月

茂
田
井
教
亨

付
属
有
在

『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』

第
二
号

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
三
月

上
原　

専
禄

本
を
読
む
・
切
手
を
読
む

『
ク
レ
タ
の
壺
─
世
界
史
像
形

成
へ
の
試
読
─
』（
評
論
社
）

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
四
月

疋
田　

英
肇

純
粋
宗
学
へ
の
道

『
棲
神
』
第
四
十
八
号

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
十
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
と
は
何
か

『
棲
神
』
第
四
十
八
号

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
十
月

茂
田
井
教
亨

『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』の
序

渡
辺
宝
陽
著
『
日
蓮
宗
信
行

論
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
一
月

茂
田
井
教
亨

『
開
目
抄
講
讃
』
の
序

茂
田
井
教
亨
述
『
開
目
抄
講

讃
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
五
十
二（
一
九
七
七
）年
十
二
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

茂
田
井
教
亨

宗
学
研
鑽
上
の
課
題

『
大
崎
学
報
』
第
一
三
一
号

昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
九
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
断
想

『
御
遺
文
研
究
』
第
九
号

昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
一
月

安
永　

弁
哲

現
代
宗
学
へ
の
自
己
批
判

『
棲
神
』
第
五
十
二
号

昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
三
月

渡
辺　

宝
陽

日
蓮
宗
学

『
現
代
仏
教
を
知
る
大
事
典
』

（
金
花
舎
）

昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
七
月

茂
田
井
教
亨

宗
学
的
思
考
と
認
識

茂
田
井
教
亨
著
『
日
蓮
教
学

の
根
本
問
題
』（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
一
月

茂
田
井
教
亨

『
日
蓮
教
学
の
根
本
問
題
』
の
あ

と
が
き

茂
田
井
教
亨
著
『
日
蓮
教
学

の
根
本
問
題
』（
平
楽
寺
書
店
）

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
一
月

北
川　

前
肇

巻
頭
言
（
問
い
の
宗
学
）

『
御
遺
文
研
究
』
第
十
二
号

昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
一
月

茂
田
井
教
亨

『
日
蓮
聖
人
教
学
研
究
』
の
序

庵
谷
行
亨
著
『
日
蓮
聖
人
教

学
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
二
月

庵
谷　

行
亨

宗
学
研
究
に
つ
い
て

中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論

集『
仏
教
学
論
集
』（
春
秋
社
）

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
二
月

上
田　

本
昌

解
説�

第
二
部
（
室
住
一
妙
著
『
純

粋
宗
学
を
求
め
て
』）

室
住
一
妙
著
『
純
粋
宗
学
を

求
め
て
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
三
月

高
木　
　

豊

解
説�

第
一
部
（
室
住
一
妙
著
『
純

粋
宗
学
を
求
め
て
』）

室
住
一
妙
著
『
純
粋
宗
学
を

求
め
て
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
三
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

室
住　

一
妙

『
純
粋
宗
学
を
求
め
て
』

（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
三
月

茂
田
井
教
亨

『
純
粋
宗
学
を
求
め
て
』
の
序

室
住
一
妙
著
『
純
粋
宗
学
を

求
め
て
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
三
月

渡
辺　

宝
陽

解
説�

第
三
部
（
室
住
一
妙
著
『
純

粋
宗
学
を
求
め
て
』）

室
住
一
妙
著
『
純
粋
宗
学
を

求
め
て
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
三
月

庵
谷　

行
亨

日
蓮
教
学
の
本
質
と
課
題

庵
谷
行
亨
著
『
日
蓮
聖
人
教

学
の
基
礎
』
一

（
山
喜
房
佛
書
林
）

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
九
月

石
川　

教
張

日
蓮
宗
教
化
学
の
研
究
を

『
現
代
宗
教
研
究
』第
二
十
四
号

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
三
月

北
川　

前
肇

『
教
学
の
学
び
方
』（
本
門
法
華
宗

学
院
）

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
三
月

河
村　

孝
照

宗
学
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て

『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』

第
三
十
号

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
三
月

間
宮　

啓
壬

宗
学
的
日
蓮
研
究

─
近
代
以
降
の
点
描
を
中
心
に
─

『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』

第
十
号

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
四
月

古
河　

良
啓

宗
学
に
つ
い
て　

※
拙
稿

『
現
代
宗
教
研
究
』第
四
十
九
号

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
三
月

武
田　

悟
一

日
蓮
宗
に
お
け
る
宗
学
の
解
釈
と

そ
の
方
法
論

『
日
本
仏
教
を
問
う�

宗
学
の

こ
れ
か
ら
』（
春
秋
社
）

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
九
月

渡
辺　

宝
陽

近
代
日
蓮
教
学
の
回
顧
と
展
望

『
日
蓮
学
』
第
二
号

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
十
月
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著

　者

題

　
　
　名

所

　
　
　収

刊
行
年
月
日

古
河　

良
啓

望
月
歓
厚
氏
の
「
宗
学
論
」
の
一

考
察　

※
拙
稿

庵
谷
行
亨
先
生
古
希
記
念
論

集
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展

開
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月

　

右
記
の
表
は
、
近
代
に
お
け
る
「
宗
学
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
主
な
論
著
を
挙
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
第
六
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
〇
九
頁

２　
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
中
巻
（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
二
〇
〇
一
年
）
七
五
九
頁

３　
『
現
代
仏
教
を
知
る
大
事
典
』（
金
花
舎
、
一
九
八
〇
年
）

４　
『
日
本
仏
教
を
問
う�

宗
学
の
こ
れ
か
ら
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
八
年
）

５　

前
掲
の
二
書
は
約
四
十
年
の
開
き
が
あ
る
が
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
宗
学
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
『
現
代
仏
教
を
知
る
大
事
典
』（「
総
論
―
宗
学
の
周
辺
―
」、
五
二
一
頁
）

　
　

�

そ
の
結
果
、
執
筆
さ
れ
た
論
文
は
い
ず
れ
も
力
作
で
あ
る
が
、
相
互
に
、
宗
学
と
い
う
も
の
の
内
容
、
定
義
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
姿
勢
、
方
法
論

な
ど
に
大
き
な
差
を
示
し
て
い
る
。（
中
略
）
し
か
し
、
同
じ
く
「
宗
学
」
の
回
顧
と
展
望
を
あ
つ
か
い
な
が
ら
も
、
一
つ
の
宗
学
と
他
の
宗

学
が
ま
っ
た
く
か
み
あ
わ
な
い
形
で
提
示
さ
れ
た
と
い
う
現
象
は
、
宗
学
と
い
う
領
域
の
広
さ
を
示
す
と
同
時
に
、
宗
学
の
定
義
な
い
し
方
法

論
が
日
本
の
仏
教
界
に
お
い
て
い
ま
だ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
『
日
本
仏
教
を
問
う
』（「
編
集
後
記
」、
二
八
五
頁
〜
二
八
六
頁
）

　
　

�

天
台
宗
・
真
言
宗
・
浄
土
宗
は
、「
宗
学
」
を
概
し
て
宗
派
で
伝
統
的
に
学
ば
れ
て
き
た
学
問
と
し
、
現
在
の
大
正
大
学
で
も
履
修
す
る
科
目

と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
日
蓮
宗
で
は
「
宗
学
」
を
個
々
が
祖
師
を
た
ず
ね
る
学
問
的
な
営
み
と
み
な
し
、
立
正
大
学
で
は
日
蓮
系
教
団
全
体

の
教
理
学
と
し
て
「
教
学
」
を
学
ぶ
。
ま
た
浄
土
真
宗
大
谷
派
は
「
宗
学
」
を
過
去
の
学
問
と
位
置
づ
け
、
近
代
以
降
に
提
唱
さ
れ
た
人
格
の
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陶
冶
を
も
っ
ぱ
ら
「
真
宗
学
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
現
在
も
大
谷
大
学
で
学
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
宗
学
」
の
定
義
は
一
様
で
は
な
い
。

６　

日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
『
日
蓮
宗
事
典
』（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
八
一
年
）
一
七
七
頁

７　

優
陀
那
院
日
輝
を
始
め
、
浅
井
要
麟
氏
、
望
月
歓
厚
氏
、
室
住
一
妙
氏
、
茂
田
井
教
亨
氏
の
各
氏
の
宗
学
に
つ
い
て
の
見
解
が
列
記
さ
れ
て
い

る
。

８　

日
蓮
宗
の
宗
学
論
に
お
け
る
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
渡
辺
宝
陽
氏
の
「
宗
学
論
―
宗
学
論
の
回
顧
と
展
望
―
」（
日
蓮
宗
現
代
宗
教

研
究
所
編
『
所
報
』
№
３
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
六
九
年
）
と
、
庵
谷
行
亨
氏
の
「
宗
学
研
究
に
つ
い
て
」（
中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論
集

『
仏
教
学
論
集
』、
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

９　

先
行
研
究
に
示
唆
を
受
け
、
諸
先
師
の
宗
学
に
関
す
る
著
述
の
整
理
を
試
み
、
各
師
の
宗
学
論
を
概
観
し
て
き
た
。
拙
稿
「
宗
学
に
つ
い
て
」

（『
現
代
宗
教
研
究
』
第
四
十
九
号
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
五
年
）、「
望
月
歓
厚
氏
の
「
宗
学
論
」
の
一
考
察
」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
希
記
念

論
集
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展
開
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、「
望
月
歓
厚
氏
の
「
宗
学
論
」
の
一
考
察
」

の
論
攷
の
中
で
は
近
代
に
お
け
る
宗
学
論
を
一
覧
と
し
て
掲
載
し
た
が
、
こ
の
度
新
た
に
い
く
つ
か
の
宗
学
論
を
追
記
し
、【
別
表
】
と
し
て
あ

ら
た
め
て
本
稿
末
尾
に
附
し
た
。

10　

令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

11　
『
日
蓮
宗
事
典
』
八
四
一
頁

12　
『
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
』
第
一
集
（
日
蓮
宗
教
学
研
究
会
、
一
九
四
九
年
）

13　

教
学
大
会
の
紀
要
（
記
録
）
に
つ
い
て
管
見
乍
ら
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
教
学
大
会
の
紀
要
は
、
独
立
し
た
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
第
一
回
大
会
の
み
で
あ
る
。

②
第
二
回
大
会
は
復
刊
し
た
『
大
崎
学
報
』
第
九
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
、
以
降
の
大
会
の
記
録
は
『
大
崎
学
報
』
と
『
棲
神
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

③
『
大
崎
学
報
』
第
一
三
一
号
に
は
、
第
一
回
か
ら
第
三
十
回
ま
で
の
発
表
論
題
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

④
発
表
要
旨
を
含
め
、
大
会
の
記
録
自
体
が
両
誌
に
掲
載
さ
れ
て
な
い
回
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
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⑤
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』（
創
刊
号
か
ら
第
四
十
七
号
）
の
各
号
の
彙
報
に
は
、
第
二
十
六
回
大
会
か
ら
第
七
十
二
回
大
会
ま
で
の
発
表
者

及
び
論
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
『
大
崎
学
報
』
一
三
一
号
や
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
る
発
表
論
題
を
通
覧
す
る
と
、
発
表
要
旨
は
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
論
題
か
ら
宗
学
論
と
推
察
さ
れ
る
発
表
が
散
見
さ
れ
る
。
集
約
し
て
「
教
学
大
会
に
お
け
る
宗
学
論
の
発
表
」
と
し
て
一
覧
表
へ
の
整
理

を
試
み
た
が
本
稿
に
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

14　
『
紀
要
』
一
頁

15　
「
知
性
の
貧
困
か
ら
来
る
批
判
の
欠
乏
」（『
紀
要
』
二
頁
）

　
　

経
王
、
本
懐
等
の
思
想
を
無
批
判
に
受
継
い
で
知
性
に
よ
る
再
批
判
を
忘
れ
て
遂
に
教
権
的
な
叱
咤
に
始
終
す
る
き
ら
い
は
な
い
か
。（
中
略
）

信
仰
は
純
真
な
紹
継
を
そ
の
面
目
と
は
す
る
が
、
同
時
に
教
学
の
合
理
性
即
ち
自
ら
の
知
性
の
精
練
を
経
た
知
目
に
よ
っ
て
批
判
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
、
盲
目
跛
行
に
し
て
信
仰
と
修
行
の
歩
を
運
ぶ
場
合
自
ら
を
誤
る
の
み
な
ら
ず
、
他
を
し
て
過
を
犯
さ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

16　
「
信
仰
上
に
反
省
の
謙
虚
さ
を
失
っ
た
」（『
紀
要
』
三
頁
）

　
　

宗
門
の
信
仰
が
非
常
に
強
烈
で
あ
る
点
は
之
を
認
め
る
が
、
強
烈
で
あ
る
こ
と
は
時
に
固
定
し
形
式
化
す
る
危
険
を
多
分
に
包
蔵
す
る
。
否
宗

門
の
信
仰
は
既
に
こ
の
よ
う
な
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
は
強
大
な
信
仰
が
柔
軟
性
を
欠
い
て
内
省
に
欠
如
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
信
仰
は
本
質
的
に
謙
虚
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
謙
虚
な
点
に
欠
け
た
点
が
内
省
と
か
反
省
と
か
の
余
裕
を
与
え
な
い
と

こ
ろ
に
本
宗
信
仰
の
化
石
化
を
早
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

17　
『
紀
要
』
九
十
五
頁

18　

第
二
回
教
学
大
会
（
昭
和
二
十
四
年
）
で
は
「
現
代
思
想
に
対
し
宗
学
は
如
何
に
在
る
べ
き
か
」
と
題
し
た
討
論
会
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
大

崎
学
報
』
第
九
十
七
号
、
二
〇
二
頁
）。
第
一
回
大
会
に
続
き
宗
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論
会
と
い
う
こ
と
で
内
容
が
気
に
な
る
が
、
残
念
な
が

ら
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
二
十
二
回
教
学
大
会
（
昭
和
四
十
四
年
）
で
は
、「
特
別
発
表　

近
代
宗
学
の
回
顧
と
展
望
」
と
し
て
、

渡
辺
宝
陽
「
執
行
海
秀
先
生
の
学
風
と
業
績
」、
上
田
本
昌
「
松
木
本
興
先
生
の
教
化
と
近
代
宗
学
」、
茂
田
井
教
亨
「
望
月
宗
学
管
見
」、
宮
崎

英
修
「
所
謂
「
祖
書
学
」
と
鈴
木
先
生
の
発
揮
」
の
諸
氏
に
よ
り
宗
学
に
つ
い
て
の
特
別
発
表
が
行
わ
れ
て
い
る
。
上
田
本
昌
氏
の
発
表
の
み
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『
棲
神
』
第
四
十
二
号
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

19　

渡
辺
宝
陽
「
宗
学
論
―
宗
学
論
の
回
顧
と
展
望
―
」
二
十
四
頁
〜
二
十
五
頁

20　

第
一
回
教
学
大
会
当
時
の
様
子
を
知
る
資
料
と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
日
付
け
の
日
蓮
宗
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
第
30
回
迎
え
た�

日
蓮

宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
座
談
会
は
、
宮
崎
英
修
氏
、
野
村
耀
昌
氏
、
中
村
瑞
隆
氏
、
浅
井
圓
道
氏
、
渡
辺
宝
陽
氏

が
参
加
し
、
教
学
大
会
三
十
年
の
歩
み
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
。
第
一
回
教
学
大
会
に
関
連
し
た
発
言
を
一
部
抜
粋
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�

宮
崎�　
「
終
戦
後
の
劣
悪
な
出
版
事
情
の
中
で
、
昭
和
二
十
三
年
に
『
大
崎
学
報
』（
立
正
大
学
仏
教
学
会
機
関
誌
）
を
復
刊
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
時
に
望
月
歓
厚
先
生
（
故
人
＝
仏
教
学
部
長
）
が
、
宗
学
の
振
興
を
う
な
が
す
た
め
に
、
日
蓮
宗
の
教
学
研
究
発
表
大
会
の
開

催
を
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
た
し
か
一
番
最
初
で
し
た
ね｣

　
　

�

野
村�　
「
思
い
出
す
と
、
終
戦
に
な
っ
た
ら
、
望
月
先
生
の
目
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
『
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
で
（
中
略
）
望
月

先
生
を
中
に
結
集
し
た
」

　
　

�

渡
辺�　
「（
前
略
）
私
た
ち
が
感
ず
る
と
こ
ろ
で
は
、
戦
争
に
負
け
ち
ゃ
っ
て
、
戦
後
に
宗
門
も
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
宗
門
の
在
り
方
全

体
と
い
う
も
の
が
、
全
部
教
学
大
会
、
教
学
の
研
究
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
に
か
曙
光
が
見
え
て
く
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
期
待

が
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
け
ど
」

　
　

�

宮
崎�　
「
第
一
回
、
第
二
回
、
第
三
回
ぐ
ら
い
ま
で
の
発
表
者
を
見
て
い
る
と
、
若
い
人
を
除
い
て
第
一
級
の
方
々
で
し
た
ね
。
こ
う
い
う
人

た
ち
が
、
宗
学
の
復
興
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常
に
熱
意
を
燃
や
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
実
で
す
よ
」

21　
「
知
性
や
思
索
に
依
っ
て
規
範
の
道
を
修
し
、
人
間
の
心
性
に
内
在
す
る
仏
性
を
開
発
す
る
」（『
紀
要
』
二
十
七
頁
）

22　
「
内
在
神
を
主
張
し
、
人
間
の
中
に
神
を
見
出
し
、
そ
の
神
性
、
即
ち
仏
性
を
磨
く
こ
と
が
仏
道
で
あ
る
」（『
紀
要
』
二
十
七
頁
）

23　

文
末
に
備
考
が
あ
り
、
観
心
の
語
義
は
既
成
教
学
の
解
釈
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
今
日
の
知
性
人
が
合
理
的
実
証
主
義
の
科
学
精
神
」
を
基
調
と
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し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
現
代
的
に
解
釈
す
る
こ
と
、「
時
代
の
要
求
に
応
え
る
教
相
」
と
「
現
代
僧
侶
の
観
心
」
と
の
関
係
は
、「
現
代
思
想
を

背
景
と
す
る
社
会
的
条
件
」
の
下
に
の
み
論
議
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（『
紀
要
』
五
十
五
頁
）

24　

昭
和
二
十
三
年
当
時
の
茂
田
井
氏
は
東
京
立
正
高
等
学
校
男
子
部
の
教
諭
で
あ
り
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
よ
り
立
正
大
学
仏
教
学
部
に
宗
学
科

助
手
と
し
て
奉
職
す
る
こ
と
と
な
る
。『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
四
年
十
二
月
）
略
年
譜
よ
り

25　
『
紀
要
』
八
十
九
頁

26　

た
だ
し
安
永
氏
の
宗
学
論
は
大
会
中
の
発
表
で
は
な
く
、『
紀
要
』
へ
の
誌
上
参
加
で
あ
る
た
め
、
望
月
氏
の
講
評
と
は
時
期
が
前
後
す
る
と

思
わ
れ
る
。

27　

前
掲
の
拙
稿

28　
「
座
談　

宗
学
の
現
代
的
課
題
」（『
法
華
』
第
三
十
六
巻
一
号
、
一
九
四
九
年
）
所
収

29　

た
だ
し
こ
の
座
談
会
は
、
第
一
回
教
学
大
会
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

30　
「
い
つ
か
」
が
何
を
指
す
の
か
座
談
会
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
第
一
回
教
学
大
会
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
細

は
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

31　
『
紀
要
』
九
十
頁
〜
九
十
二
頁

32　

坂
本
幸
男
（
日
深
）
氏
と
思
わ
れ
る
。

33　

例
え
ば
、
室
住
一
妙
氏
は
望
月
歓
厚
氏
の
提
唱
し
た
「
創
造
宗
学
」
に
対
し
て
、「
宗
学
論
に
つ
い
て
」（『
大
崎
学
報
』
第
一
二
三
号
、
一
九

六
八
年
）
や
「
宗
学
論
私
議
―
創
造
宗
学
へ
の
理
解
」（『
棲
神
』
第
四
十
一
号
、
一
九
六
八
年
）
の
中
で
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
室
住
氏

の
論
攷
は
望
月
氏
の
遷
化
後
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
両
者
に
お
い
て
宗
学
論
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
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